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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,IP 1:10-1:20

Calculated MW: 28 kDa; Observed MW: 36 kDa

LAT

LAT; Linker for activation of T-cells family member 1; 36 kDa phospho-tyrosine adapter
protein; pp36; p36-38
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	応用
	抗原情報
	背景
	成熟T細胞およびその発達過程において、TCR（T細胞抗原受容体）およびプレTCRを介したシグナル伝達に必須です。ナチュラルキラー細胞におけるFCGR3（低親和性免疫グロブリンγFc領域受容体III）を介したシグナル伝達、およびマスト細胞におけるFCER1（高親和性免疫グロブリンε受容体）を介したシグナル伝達に関与します。これらの受容体および関連キナーゼの活性化は、PLCG1、GRB2、GRAP2などのシグナル伝達分子のリクルートメントを介して、細胞内カルシウム貯蔵の動員、PKC活性化、MAPK活性化、または細胞骨格再編成などの遠位細胞内イベントと結合します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	LAT 抗体を使用した U2OS 溶解物中の LAT のウェスタン ブロット分析。
	

	LAT 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

